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Case 8-2009: A 36-Year-Old Woman with Headache, Hypertension, and Seizure 2 Weeks Post Partum
(N Engl J Med 2009;360:1126-37)

【Problem List】

# 産褥 今回の妊娠周産期に合併症なし

# 頭痛 産褥 10 日目より出現し増悪傾向。間欠性で早朝と夕方に強い。

# 高血圧

# けいれん

# 神経巣症状 運動失調、失語、右片麻痺、意識レベル低下。

# 脳画像所見 産褥 11 日目で正常、18 日目（入院前日）で血管原性浮腫状の脳実質変化と大脳動脈の多巣

性の狭窄、19 日目（入院初日）で虚血状の脳実質変化と動脈狭窄の増悪。

# 脳脊髄液所見 細胞なし、蛋白軽度上昇、糖正常、no bacterial growth

# 抗カルジオリピン IgM 抗体高値, D-dimer 高値, 赤沈上昇

# 尿所見 尿蛋白陽性、顕微鏡的血尿

# 末梢浮腫

【次に行う診断的手技】

● 脳血管造影


